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子どもと保護者の運動促進に向けた
〜かるがもプロジェクト〜
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子供の3人に1人が

スポーツや運動を
していない！！

子どものスポーツ不足

出典：横浜市、「横浜市民スポーツ意識調査報告書、9.子供のスポーツ・運動環境」、2014 2



子どものスポーツ不足

1週間の総運動
時間60分未満

男子

10.5%

1週間の総運動
時間60分未満

女子

24.2%

出典：文部科学省、子どもの体力向上のための取り組みハンドブック、2012
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子どもの体力低下

・ 子供

・子どもの体力は緩やかな向上傾向にあるが、
昭和 60 年頃のピーク時と比較すると依然
として低い水準にある。

（第2期スポーツ基本計画、2017）
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子ども期のスポーツについて
どのような特徴がある・・・？
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子どものスポーツの現状
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子どもの運動・スポーツの好き嫌い

好き どちらかというと好き どちらかというと嫌い 嫌い

（％）

出典：笹川スポーツ財団、「4～9歳のスポーツライフに関する調査」、2015、
「10代のスポーツライフに関する調査」、2015

(n=1,123)

(n=1,712)
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特徴① 好き / 嫌いが決まる時期

あそび、スポーツともに、好き / 嫌いだと自覚する
ようになるのは、小学校低学年までが過半数(51.5%)

(株式会社ボーネルンド、 2017)

•好きな理由→「体を動かすこと自体が楽しかったから」

（あそび：71.8%、スポーツ：74.2%）

•嫌いな理由→「上手にこなせていると感じられなかったから」
（あそび：49.3%、スポーツ：49.4%）
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特徴② プレゴールデンエイジ

•8歳という年齢は（中略）スポーツ実施とジェンダーの

関わりが強固にみられるターニングポイントである可能
性が示唆されている。（笹川スポーツ財団、2010）

•走運動の基本的な動きを内包させた運動遊びを体験させ、
運動能力の基礎を身につけさせることは、小学校中・高学
年期（ゴールデンエイジ）以降の多様な運動技能の習得に
つながっていくことが期待される。（長野ら、2011）
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子どもスポーツの現状

子どもがスポーツをする・始める最も適した時期であるのに…

•子どものスポーツ実施率
•スポーツ好きな子どもの割合 減少

• 「運動ぎらい」の発生のメカニズムの中で、「運動の低位に
対する劣等感」が大きな要因として存在する。

（波多野ら、1980）
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仮説

小学校1～3年生は、
保護者の影響を受けやすい時期ではないか・・・？
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親や家族との運動に関する研究

・子どもがスポーツを始めるきっかけとして、また
スポーツを続けていく動機付けとして、親子で
スポーツをすることが有効である。

（文部科学省、2002）

・児童期は（中略）家族関係が健全に機能しているか
どうかが精神的安定や学校適応などに大きく影響
するものと考えられる。 （菅原ら、2002）

親の存在は大きい！
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親子関係について
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親子関係について

共有時間の減少、家族関係の希薄化。

・ 両親の共働きが一般化し、親の家事従事時間が減少したことに
伴い、食事にかける時間や食事の内容にも影響が現れている。

・ 子どもの塾通いなどにより家族1人ひとりの生活利用時間が
まちまちになるなど食卓をめぐる状況が大きく変わった。

(後藤ら、2009）

・ また、核家族化・育児の孤立化・情報通信技術の普及といった育児
環境の変化が指摘されたが、それが（中略）親子の関係性の変化
【親子の関係性の希薄化】に影響を与えていることが示唆された。

（寺本ら、2015）
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親子でのスポーツ実施
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家族との運動・スポーツの実施状況

よくしている 時々している ほとんどしていない まったくしていない

出典：笹川スポーツ財団、「4~9歳のスポーツライフに関する調査」 2013、2015

(n=1,202)

(n=1,122)

親子でもスポーツをしていない！
15



親子関係について
現代のコミュニケーションツールの主流は「スマートフォン」

出典：国立青少年教育振興機構、「青少年の体験活動等に関する実態調査」、2014 16



親子関係について

・親子の共有時間の確保と

Face to Faceの関係づくり 急務である！
・親子でのスポーツ実施

希薄化は
スマートフォンの
せいじゃない！

スマートフォンの
普及率は

小学校低学年期
は低い。
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親子関係について
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保護者のスポーツ実施率
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運動やスポーツをしなかった

出典：スポーツ庁、スポーツの実施状況等に関する世論調査、2016 19



保護者のスポーツ実施率

主な小学生の保護者世代である、

20～30代のスポーツ実施率は

他の年代と比較して最も低い。

保護者自身もスポーツをしていない！
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以上より

親子でスポーツすることが、子どもの

スポーツ実施に大きく影響を与えるのに

保護者がスポーツしていない。

子どもにスポーツを勧め
られないことが子どもの
実施率に影響を与えている
のではないか？
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アンケート調査

概要

①調査対象：R大学 1〜4年生

②配布数：192部

③有効回答部数：183部

④有効回答率：95.3％

⑤時期：2017年7月

⑥方法：集合法による質問紙調査
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アンケート調査

主な調査内容

今までのスポーツ経験

現在のスポーツ実施状況

将来のスポーツとのかかわり方
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調査結果
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子ども期に保護者がスポーツを勧めた度合いから見た
将来の我が子に対するスポーツの促進意向

「保護者にスポーツを勧められたか」と「将来子どもにスポーツをさせたいか」のクロス集計表（一部抜粋）

（％）
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調査結果

・A. 保護者にスポーツを勧められた人は家族と一緒に

スポーツをした経験があると回答…76%

・B. 家族と一緒にスポーツした人は子どもに将来

スポーツをさせると回答…90%
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調査から得られた知見①

以上のAとBより…

・保護者にスポーツを勧められた人の中で

スポーツをに一緒に行った経験がある人は、

自分の子どもにスポーツを勧める傾向に

あることが読み取れる。
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調査から得られた知見②

•Ｂの結果から子どもが生涯にわたって

スポーツを続ける要因には、保護者と共に

行った経験が強い影響をもたらしている

ことが言える。

•子ども期に保護者がスポーツを勧める

度合いが高いほど、将来、自分の子どもに

対してスポーツを勧める傾向にある。
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問題として挙げられる・・・

・子どものスポーツ離れ

・保護者自身のスポーツ実施率の低さ

保護者と子ども、それぞれ個別の

支援策だけでは不十分である。
28



以上のことから…

保護者も子どもも
一緒に運動することが
できる支援策を
提案したい！
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先行研究と調査結果より

発育発達の影響を
受けやすいのに

親子関係が希薄化。

世代間をつなぐ
持続的な運動
サイクルがな

い。

親子の共有
時間が減少。

親子ともに
スポーツ離れ。

①新たな
コミュニケーション

ツール

④持続的な運動
②親子関係の

改善

③健康促進
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現状での親子スポーツの課題

⑤一緒に体力を
高める導きが弱い

⑧保護者が
知らない情報がある

⑥苦手を防ぐ
取り組みが弱い

⑦体力向上の
「見える化」が弱い

一緒にやるのは
難しそう

できるようになった
のか分からない

上達法を知らない
から教えられない

苦手意識を持たせない
ためには？
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「子ども」のみ「大人」
のみに対する支援が多い。

～一緒に体力を高める導きが弱い～

親子でスポーツを行い、
振り返るきっかけを
提供する必要がある。
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～苦手意識の改善～

苦手意識を持ちやすい
スポーツに対して、対策が
あまりなされていない。

苦手意識を持ちスポーツ
離れをする前に子どもに

アプローチをする必要がある。
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体力の向上などの「見える化」
がないため、実感が湧かない。

継続的な
運動の実施

～体力向上の「見える化」～

結果の

見える化
スポーツの
実施

やる気

「見える化」により子どもの
スポーツ意欲を高める

必要がある。
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～子どもへの保護者の指導～

保護者が子どもに対して、
スポーツを上手く教える

ことが難しい。

保護者が上達法を知り、
自信をもって指導できる
環境を作る必要がある。
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④持続的な運動
②親子関係の

改善

③健康促進

①新たな
コミュニケーション

ツール

提言のポイント

⑤親子の
共有時間の
増加

⑦保護者の
子どもへの指導

⑧体力向上の
「見える化」

⑥苦手意識
の
改善
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走れ！かるがも

スタートアッププロジェクト
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プロジェクト内容

かるがもスポーツトライアル

かるがもあしあとノート

かるがもお助け隊
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親子で活動～定期的な継続～ 
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プロジェクト全体図
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プロジェクト全体図
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プロジェクト全体図
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かるがもスポーツトライアル

4月 • 柔軟，バランス

７月 • 走力，瞬発力

１０月 • 跳躍力，腕力

１月 • 持久力

親子でトライ！ぐるぐるサーキット体力チェック

特化項目
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親子25ｍ
往復ダッシュ

親子1分間縄とび
テスト

親子合計
長位体前屈
チェック

親子
シャトルラン

親子ポール
キャッチ
テスト

親子キャッチ
ボールテスト 親子閉眼片足

立ちチェック

ぐるぐるサーキット
体力チェック 跳躍力

腕力 バランス

走力

瞬発力

持久力 柔軟性

サーキット内容

サーキットを通じ３か月ごとの体力、
記録向上を「見える化」する。
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かるがもスポーツトライアル

親子で活動～定期的な継続～ 
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かるがもスポーツトライアル ７月版

•トライアル項目⇒走力・瞬発力

タイムスケジュール

13：00 開会式

13：20 準備体操

13：40 ３つ集めろ！宝集め鬼ごっこ

14：10 親子宝とり

14：40 親子でトライ！

ぐるぐるサーキット体力チェック

15：40 親子で作戦タイム＆休憩

15：50 振り返り体力チェック

17：00 記録の振り返り・閉会式

日時：2017年7月第3土曜日
場所：A小学校

・体育館
・校庭

時間：13：00開会式～17：00閉会式
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スポーツトライアル7月版

・親子がサーキットで走力と瞬発力
の現状を把握。

・親子一緒にフィードバックすること
で記録向上の方法を考える。

作戦タイム後再度計測し、成果を実感すること
で、どうしたら上達するのかのプロセスを学ぶこ
とができる。
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スポーツトライアル7月版

・親子が走力と瞬発力の
現状を知り

３か月かけて改善していく。

次回のトライアルでも計測することで、

体力・記録向上を「見える化」する。 48



かるがもあしあとノート

○保護者
・子どもの成長を

“見える化” 

・自分自身への

モチベーションＵＰ

○子ども
・記録に残す

・交換日記感覚
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ノートの内容①
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ノートの内容②
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ノートの内容③
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ノートの内容④
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（記入例）



かるがもあしあとノート

・ノートの活用頻度をチェック

→中身の確認ではなく、表紙にどれだけチェック

されているかでわかるようにする。

記入しているかの確認ができ、
プライバシーの保護も考慮できる。

書かない子には…？？
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かるがもお助け隊

保護者代行 動画の解析

指導方法の
講習

記録の計測

苦手改善
プログラム

安全管理・
設営 役割
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◎スポーツトライアル当日

・保護者が来られない子どもの
保護者代わりとして参加。

・会場・器具の設営、安全面
の管理

・トライアルによって計測
される記録の記入。

かるがもお助け隊
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◎補助プログラム

・送られてきた動画を解析し、
アドバイスを送る。

・苦手な運動を、トライアル間に
開催する「かるがも講座」で改善する。
同時に、参加した保護者に指導の
コツも教える。
※「かるがも講座」は5月、9月、11月、2月に実施。

かるがもお助け隊
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子どもの苦手な運動（例）

かけっこ

なわとび
（二重とび等）

鉄棒
（逆上がり等）

マット
運動

（後ろ回り等）
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かるがも講座 9月版

子ども
・早く走れるコツを
教えてもらう

足が速くなるようなアプローチ

保護
者

・子どもに教える
コツを教わる

子どもに教えられるようなアプローチ
自宅で行える
ように！！
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苦手意識を持たないために…

引用元：https://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/2012/684/issue02.html 60



運営体制全体図

61



運営体制図①

活動の主体からの参画
《保護者》

・・・参加者かつ運営委員会の

一員として安全面の管理

小学校
・場所や設備の提供
《教員》 校長、担当教員

・・・児童・大学生の補助、安全面
の管理 62



・教職課程の学生中心にプロジェクトを企画・運営
→お助け隊（5名程度）

・１年間の活動

大学生（お助け隊）
・あしあとノートのチェック
・プログラム作成と指導
・動画解析を活用したフィードバック
・安全面の管理

１DAY

ボランティア

中期委員

長期委員

構成 ・トライアル当日のみ募集
→お手伝い（20名程度）

・3ヶ月毎のサイクルで募集
→お助け隊（10名程度）

運営体制図②
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運営体制図②

◎なぜ大学生が企画・

運営に参加するのか？

・保護者と子どもの潤滑油的存在を担える。

・教職課程在籍中の学生を中心に

子どもと触れ合う機会を充実させる。
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運営体制図③

スポーツ推進委員の役割
・スポーツの実技の指導
・その他のスポーツに関する
専門的な指導や助言
・スポーツ推進のための連絡調整

（公益社団法人全国スポーツ推進委員連合より）
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スポーツ推進委員の関わり方

◎本プロジェクトにおいては・・・

・かるがもお助け隊の育成として
大学生への事前研修を実施

・トライアル内におけるスポーツ
実技の指導（子ども、保護者）

・スポーツに関する専門的指導や助言
（保護者、かるがもお助け隊）
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お助け隊育成プラン

長期委員
中期委員

1DAYボランティア

・安全面の指導
・トライアル補助方法

・事前研修
・安全面の指導
・項目別のスポーツ指
導知識の獲得
・トライアル補助方法

など

・事前研修
・スポーツ指導の
専門的知識の獲得
・スポーツトライアルの
企画・運営

など

トライアル当日！！
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事前研修の内容

〇研修概要

目的：中期委員を対象としたかるがもスポ

ーツトライアル、補助プログラムの

ための大学生指導

時期：トライアル1週間前の平日放課後

（スポーツ推進委員に合わせ予定を調整）

会場：A大学

運営：かるがもお助け隊長期委員

【研修会スケジュール】

17：00〜

スポーツ推進委員の挨拶・ストレッチ

17：15〜

かるがもスポーツトライアルで行う

メニューのルール説明・簡略版の実践

18：30〜

かるがもスポーツトライアル、

補助プログラムで想定される子どもの

苦手運動に対するアドバイスのポイント

を共有

19：30 解散

1DAYボランティア
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プロジェクト広報

学級通信・チラシ・ポスター
保護者の中から選出した広報委員（各学年２名）

かるがもスポーツトライアル

小学校・大学HP、学級通信
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プロジェクト広報
〇学級通信
・書く内容がなく先生達が困っていることが現状
（現役小学生教師による証言）
〇ポスター・チラシ（大学、小学校に設置）
〇保護者の中から選出した広報委員(各学級２人)

・ママ友ネットワークを利用
→参加したいという意識を芽生えさせる。
〇プロジェクト終了後の広報
・小学校・大学HPや学級通信で写真等を掲載
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お助け隊の募集

長期委員

中期委員

１DAY

ボランティア

企画・運営・ボランティア募集窓口
募集人数：5名程度
条件：1年を通じての参加(事前研修含め)

各種プログラム実行
募集人数：10名程度
条件：3ヶ月間の継続的な参加(事前研修含め)

各種プログラム補助
募集人数：20名程度
条件：プログラム当日の参加

【募集方法】
〇ポスター、看板を
学校に掲示

〇学内誌に募集の
広告を掲載

〇実行委員による
SNS、口コミの宣伝
（知人を中心に）
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プロジェクト運営費

かるがも
あしあとノート

トライアル
(年4回)

合計
128,907 円

(税込)

《その他》
・トライアル用具費…￥0

⇒学校の設備を利用
・施設費…￥0

⇒全て学校内にて実施
・推進委員派遣費

…￥5,000程度

《自己負担》
子どもおよび保護者の
スポーツ保険料800円×2

・広報費（ポスター等：13,200円）
・ボランティア保険1人800円×35人
・当日のスタッフ飲み物代：1人108円
×35人分×年4回分＝15,120円

B5サイズの無線綴じ、本文180ページ
（1年間分）、30冊分（各学年10冊ずつ
配布）：67,587円
１組当たり約2,250円

(参加生徒30名仮定)
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資金捻出

各市町村の社会福祉協議会に登録
⇓

totoのスポーツ振興くじの地方公共団体スポーツ活動助成として
助成金の申請

<過去の事例>

〇助成団体 公益社団法人日本レクリエーション協会
事業名 かしわレクスポクラブあそびん
事業細目名 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置支援
助成金額 660,000円

〇助成団体 特定非営利活動法人浦和スポーツクラブ
事業名 みんなの運動会（ボーダーフリースポーツ大会）
事業細目名 スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（地方）
助成金額 823,000円
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意識

改革

親密な

親子関係

子どもと
保護者の
スポーツ
実施率の
向上

期待される効果
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意識

改革

スポーツに対する
意識改革による
定期的なスポーツ
の継続の期待

期待される効果①

75



主体的な親子の協
力、コミュニケー
ションの促進による
親密な親子関係づく
りへの貢献

親密な

親子関係

期待される効果②
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学校の授業とは違
う、大学生・保護者
からのアプローチに
より子どもと保護者
のスポーツ実施率の
向上

子どもと
保護者の
スポーツ
実施率の
向上

期待される効果③
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まとめ

親密な
親子関係

スポーツ
実施率の
向上

走れ！かるがも
スタートアッププロジェクトで実現！
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